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教　育
［活動実績］ 基礎と専門を繰り返す教育と実践教育により

次世代を切り拓き世界で活躍する技術者を養成

大学独自の「らせん型教育」

E D U C A T I O N

本学の教育の大きな特徴は「らせん型教育」にあります。学部１・２年次

及び高等専門学校において技術教育を学んだ学生に対し、より高度な

基礎・専門の技術教育を繰り返して「らせん型」のように積み上げていく

教育を行います。

学部４年次（大学院進学前）には、産業界での実務訓練を履修し、実社

会における技術者としての問題への取り組み方を学生のうちから体験

することにより、大学院博士前期課程における実践的・創造的、指導的

技術者となるための高度な教育の意味を理解していきます。

このように、基礎･専門を繰り返し、社会での実践教育により、科学を理

解し、技術に強い関心を持つ学生を育てることが本学の特色です。

豊橋技術科学大学SDGs取組方針（2023年3月策定）の下、全学におけ

る「技術科学」の教育活動を通じてSDGsの達成に貢献しています。

SDGsに関する授業・研究を充実させるために、2022年度から授業科

目とSDGsの各目標との関連を調査し、2023年度から大学院博士前

期・後期課程の研究に含まれているSDGsの各目標を調査しています。

本学は、教育・研究を通して持続可能で多様性と包摂性のある社会の

実現を目指します。

本学は開学当初から、豊橋技術科学大学協力会より海外研修を行う学

生への奨学金助成を受けており、多くの学生を海外に派遣してきまし

た。特に2017年度からは、主に海外で実務訓練を行う学生への奨学金

という形で支援を受けており、1980～2022年度の間、総計318名が

助成を受け、海外で研修をしました。その長年の貢献に感謝の意を表

し、2023年8月に豊橋商工会議所にて行われた協力会総会において、

本学理事・副学長 角田範義（写真右）から協力会会長 松井孝悦氏（写

真左）へ感謝楯を贈呈しました。

SDGs教育の推進 

実務訓練の実施 

豊橋技術科学大学協力会に感謝楯を贈呈   

2014年の文部科学省・スーパーグローバル大学創成支援事業の採択

以降、多文化共生・グローバルキャンパスの創成を目指し、その一環とし

て、バイリンガル講義（英語の教科書を使用し、説明は日本語、板書は

日英併記、遠隔授業も含む）を実施しています。留学生と日本人学生が

同じクラスや研究室で共に学び、そこで行われるバイリンガル講義を通

じて、最先端の知識と技術に加え、実践的な英語力と日本語力の両方

を身につけます。バイリンガル講義の導入により、学生の英語力も急速

に向上しています。

年　度 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

外国語による
授業科目数

全授業科目数

バイリンガル
講義比率（％）
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らせん型教育

産業界の工学系学生の採用は、大学院修了生に比重を移しています。

本学では、大学院博士前期課程の定員を多く設定することで、相応しい

能力を持つ学生に広く門戸を開き、学部・大学院一貫教育による高度な

研究活動に注力した教育を行っています。

大学院に重点を置いた教育体系

バイリンガル講義の実施  

学生定員

実務訓練受入機関・人数の推移

大学院博士前期・後期課程研究テーマとSDGsの関連性調査結果 （2023年4月）

2 29 109 7 0 26 114 28 543
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学部教育の総括となる実務訓練は、「らせん型教育」の中核を成す産学

連携教育プログラムです。学部４年次（大学院進学前）の１～２月に、学

生全員が国内外の企業等で実務を体験し、社会人としての基礎力を高

め、実践的技術感覚を体得します。

2022年度は、企業等への学生派遣のみならず、学内で学生が数人ず

つのグループに分かれ、企業から派遣された講師の指導を受けながら

特定の課題解決に取り組む「PBL型実務訓練」を実施しました。コロナ

禍で中断していた海外での実務訓練も再開し、2022年度には26名が

海外の企業・大学等で実習を行い、グローバル社会で必要とされる知

識や技術だけでなく、コミュニケーション方法なども学びました。

また、実務訓練に協力いただいている企業等に2022年度から感謝状

を贈呈するとともに、企業からの実務訓練に対する期待、要望等をヒア

リングし、プログラムに反映しています。
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豊橋技術科学大学協力会の詳細についてはこちら▶
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